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コ
ス
ト
縮
減
で
公
共
事
業

の
工
事
費
を
節
約

県
で
は
、
昨
年
四
月
に

「富
山
県

公
共
工
事
コ
ス
ト
縮
減
対
策
に
関
す

る
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
公
共
事

業
の
工
事
費
縮
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
平
成
十
年
度
の
実
績
が
五
月

二
十
七
日
ま
で
に
ま
と
ま
り
、
対
策

を
実
施
し
な
か
っ
た
場
合
と
比
べ
て

五
・
六
%
(
金
額
で
約
八
十
億
円
)
の

効
果
.な
め
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

仁
具
体
的
な
縮
減
対
策
と
し
て
は
、

①
公
共
工
事
で
発
生
す
る
残
土
を
他

の
公
共
工
事
で
有
効
活
用
す
る

(
一

m
当
た
り
千
五
百
円
j
四
千
円
の
節

約
)。

②
道
路
の
下
層
路
盤
と
し
て
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
廃
材
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
も

の
を
使
用
す
る

(
一
ぱ
当
た
り
二
百

円
i
三
百
円
の
節
約
)。

③
不
要
に
な
っ
た
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
を
新

た
な
護
岸
工
事
に
再
利
用
す
る
(
す

べ
て
新
し
い
ブ
ロ
ッ
ク
で
施
工
す
る
場

語り合おう、 21世紀の県づくり

県では、皆さんの声を聞きながら新しい総合計画を策定するため、 21世紀の県づくりに

ついてのご意見をお待ちしています。ぜひお寄せくださいロ

合
に
比
べ
約
二
十
%

の
節
約
)
。

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

-
行
動
計
画
で
は
、

平
成
十
一
年
度
の
工

事
費
を
、
平
成
八
年

度
に
同
内
容
の
工
事

を
行
っ
た
場
合
に
比

べ
て
十
%
削
減
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
県
で
は
、

目
標
達
成
に
向
け
、
幅
広
い
視
点
で

工
事
計
画
や
設
計
を
見
直
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
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富
山
で
土
砂
災
害
防
止
の

全
国
大
会

-
土
砂
災
害
防
止
推
進
の
集
い
全
国

大
会
が
六
月
三
目
、
県
民
会
館
で
開

催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約
千
三
百
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

れ
昭
和
五
十
七
年
の
長
崎
水
害
を
契

機
に
始
ま
っ
た
こ
の
大
会
は
、
毎
年
、

土
砂
災
害
防
止
月
間
の
六
月
に
開
催

さ
れ
て
お
り
、
富
山
県
で
の
開
催
は
、

平
成
四
年
に
続
き
二
回
目
と
な
り
ま

す
。

く封筒のっくり方〉太線をハサミ等で切り離し、こちら側を外にして2つ折りにした後、のり付けしてください。

富山市新総由輪lのア

富山県企画部計画課総合計画班気付

園
式
典
で
は
、
中
沖
知
事
が
「
こ
の
大

会
が
、
急
流
河
川
が
多
く
治
水
・
砂

防
な
ど
の
防
災
対
策
が
重
要
課
題
で

あ
る
富
山
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
、

誠
に
意
義
深
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
四

人
の
女
性
有
識
者
が
、
雲
仙
普
賢
岳

の
火
砕
流
や
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

被
災
体
験
を
綴
っ
た
ビ
デ
オ
を
も
と
に

「
土
砂
災
害
か
ら
地
域
を
守
る
た
め
女

性
が
何
を
な
す
べ
き
か
」
に
つ
い
て
意

見
交
換
。「
も
っ
と
地
域
住
民
間
で
防

災
意
識
を
高
め
る
べ
き
」、
「昔
の
大
災

害
を
後
世
の
人
に
伝
承
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
」
な
ど
の
意
見
に
、
参
加
者
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

-
ま
た
、
翌
四
日
に
は
、
現
地
見
学

会
が
実
施
さ
れ
、
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂

防
博
物
館
な
ど
を
訪
れ
た
参
加
者
は
、

土
砂
災
害
防
止
に
向
け
、
認
識
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。
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固
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固
固
目

千ラ

知事への手紙

由
一
旦

富山県知事

市
ヤ中

「住民の防災意識が大切Jと話し合ったシンポジウム

(ヤマ折り)

国
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

業
務
内
容

2
0
0
0年
と
や
ま
国
体
の
開

・
閉
会
式

会
場
で
の
式
典
運
営
、
観
客
の
案
内
な
ど

募
集
対
象

県
内
在
住
、
在
勤
又
は
在
学
で
、
昭
和
五

十
九
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

締

切
七
月
三
十
一
日

(土
)

※
詳
細
は
、
県
内
の
主
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

ス
ポ
ー
ツ
用
品
居
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
あ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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県広報と刊手 1999.7・7

魚津の海岸に漁民の主婦たちが集合。
米騒動の始まり。
この年、シベリア出兵計画が発表されると、買い占めの動きか

ら米の値段が急騰、その影響は米産地の富山県にも及んだ。7

月23日の朝、他の地方への移出が米価急騰の原閃であると与

えた魚津の漁民の主婦約60人は海岸に集結、 汽船への米の積

み込みを中止させた。同様の騒ぎは県東部各地で発生し、こ

れらが新聞で報じられると 「米騒動」として全国に拡大した。

当時の寺内正毅内閣は軍隊を出動させてこれを鋲圧したが、責

任をとって9月21日に総辞職。〈平

民宰相〉原敬を首班とする初の政

党内閣が成立した。おかみさん達

の怒りから始ま ったこの事件は、

全同を揺り動かし、政党政治成

立のきっかけとなったのである。 米騒動発祥のI也、旧十二銀行倉庫

大正7年7月23H(火)「
あ
い
の
風
メ
イ
卜
」
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